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風
景
な
ど
を
投
稿
し
て
い

ま
す
。

　

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
難
し
い
」

「
活
動
に
参
加
し
て
み
た

い
け
ど
、
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
知
り
た

い
」「
資
格
を
取
り
に
行
き

た
い
け
ど
、
料
金
や
申
込

な
ど
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
方
は
是
非
、
友
だ

ち
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
世
代
を
超
え

て
情
報
共
有
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

　
【
青
年
部
】
現
在
、
青
年

部
で
は
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開

設
し
て
お
り
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
様
々
な
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
資

格
取
得
に
関
す
る
情
報
、

青
年
部
員
が
活
躍
し
て
い

る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
発
信
。

　

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
は
、
主
に
組
合
外
の
方

へ
向
け
て「
組
合
の
存
在
」

や
「
青
年
部
の
活
動
」
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ツ
ー
ル

と
し
て
、
支
部
で
の
活
動

奨
金
と
し
て
支
給
す
る
も

の
で
、
組
合
へ
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
資

格
は
「
資
格
取
得
日
か
ら

２
年
以
内
」
が
原
則
と
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
＆
Ａ

（
Ｑ
１
）単
年
度
に
複
数
回

　

今
年
に
入

っ
て
、
元
日

に
発
生
し
た

能
登
半
島
地

震
に
始
ま
り
、

数
々
の
災
害

が
頻
発
し
て

い
る
。

　

８
月
８
日
に
起
き
た

宮
崎
の
地
震
で
は
、
そ

の
影
響
で
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
臨
時
情
報
が
発

令
さ
れ
、
岡
山
県
で
は

能
登
半
島
以
上
の
緊
張

感
が
走
っ
た
。

　

結
果
、
不
安
な
一
週

間
は
何
事
も
な
く
過
ぎ

去
っ
た
も
の
の
、
い
つ

か
必
ず
そ
の
日
は
突
然

訪
れ
る
。

　

そ
し
て
８
月
末
に
は

大
き
く
て
速
度
の
遅
い

台
風
10
号
が
来
る
と
い

う
こ
と
で
、
行
政
も

我
々
市
民
も
最
大
限
の

防
護
態
勢
を
取
っ
た
が

特
に
被
害
も
な
く
通
り

過
ぎ
た
。

　

無
事
だ
っ
た
の
は
非

常
に
あ
り
が
た
い
が
、

我
々
の
仕
事
に
は
大
き

な
影
響
が
起
こ
り
得
る
。

　

私
は
大
工
ゆ
え
、
天

候
に
よ
っ
て
屋
外
、
屋

内
と
振
り
分
け
の
出
来

る
業
種
で
は
あ
る
が
、

天
気
予
報
で
工
程
を
組

ん
で
い
る
と
予
報
が
外

れ
た
時
の
代
償
は
決
し

て
小
さ
く
は
な
い
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

起
き
た
ら
我
々
職
人
は

ど
う
対
処
す
べ
き
か
。

可
能
で
あ
る
な
ら
中
程

度
の
地
震
に
分
割
し
て

く
れ
る
と
い
い
の
だ
が
。
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２
年
以
内
に
申
請
を

資
格
取
得
者
に
報
奨
金

　
資
格
取
得
報
奨
金
制
度
は
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
お
け

る
能
力
評
価
制
度
に
お
い
て
レ
ベ
ル
３
以
上
に
定

め
ら
れ
て
い
る
資
格
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
資
格

取
得
に
よ
る
技
術
・
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し
た

全
建
総
連
に
よ
る
基
金
制
度
で
す
。

　

組
合
員
の
資
格
取
得
に

よ
る
技
能
者
教
育
を
目
的

に
、
全
建
総
連
で
は
技
能

者
基
金
を
設
け
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
制
度
は
左
記
表
の

https://www.okayamakenro.or.jp/

対
象
資
格
に
応
じ
て
、
資

格
１
件
に
つ
き
１
万
円
、

５
千
円
、
２
千
円
の
３
つ

の
区
分
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
「
資
格
を

取
得
し
た
組
合
員
」
に
報

の
申
請
は
可
能
か
。

（
Ａ
１
）新
た
に
取
得
し
た

資
格
で
あ
れ
ば
複
数
申
請

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（
Ｑ
２
）１
度
目
の
受
検（
験
）

時
は
組
合
員
で
な
く
、
学

科
の
み
合
格
。
翌
年
に
２

度
目
の
受
検（
験
）時
は
組

合
員
で
、
実
技
を
受
検

（
験
）
し
て
合
格
し
た
（
資

格
取
得
）。こ
の
場
合
は
対

象
と
な
る
の
か
。

情報共有行おう
世代を超えて友だちに

実
際
の
端
末
の
画
面
の
様
子

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

こ
ち
ら
の
表
に
当
て
は
ま
る
資
格
を
取
得
さ
れ
た
ら
、
支
部
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
Ａ
２
）
学
科
・
実
技
の
両

方
を
合
格
し
て
取
得
で
き

る
資
格
の
場
合
、
資
格
取

得
に
至
っ
た
受
検（
験
）を

対
象
と
す
る
。

け
ん
ろ
う
共
済

　

建
労
岡
山
で
は
独
自
の

共
済
制
度
「
け
ん
ろ
う
共

済
」
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
資
格
取
得
祝

金
が
あ
り
、
対
象
資
格
に

よ
り
、
両
方
の
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

建
築
士
、
技
能
士
、
施

工
管
理
技
士
、
イ
ン
テ
リ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
設
備
士
、
主
任

技
術
者
、
測
量
士
・
測
量

士
補
、
電
気
工
事
士
、
登

録
基
幹
技
能
者
が
対
象
職

種
で
、
給
付
金
は
２
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
新
た

に
資
格
を
取
得
し
た
際
に

は
合
格
証
明
書
を
提
出
の

上
、
支
部
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
同
時
に
申

請
手
続
き
が
で
き
ま
す
の

で
、
２
年
以
内
に
忘
れ
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
す
る
際
は
所
属
支
部

で
支
給
申
請
書
を
記
入
し

合
格
通
知
書
や
合
格
証
明

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
い
申
請
手
続
き
は

所
属
支
部
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

区分１　支給金額：10,000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能
士、一級技能士、一級施工管理技士（技術検定試験）、第一種電気工事士、
電気主任技術者（第一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事
主任技術者、登録基幹技能者（全職種） 

区分２　支給金額：5,000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士、二級施工管理技士（技術検定試
験）、第二種電気工事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担任
者、職業訓練指導員免許、測量士、建築設備士、消防設備士、建築仕上改
修施工管理技術者、道路標識点検診断士、発破技士、火薬類取扱保安責任
者、消防設備点検資格者、海上起重作業管理技士、基礎施工士、１級エク
ステリアプランナー、ジェットグラウト技士、第一種冷媒フロン類取扱技
術者、運動施設施工技士、排水設備工事責任技術者、排水管工技能者、金
属屋根工事技士、認定ログビルダー、プレハブ建築マイスター、日本ウレ
タン断熱協会品質管理責任者、１級建築測量技能者、一級圧入施工技士、
解体工事施工技士、１級計装士、２級計装士、外壁仕上１級技能者 

区分３　支給金額：2,000円（作業主任者） 
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採
石のための掘削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質及び
四アルキル鉛等、鉛、木材加工用機械、地山の掘削及び土止め支保工、型
枠支保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建
築物の組立て等、コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素
危険、有機溶剤、石綿、金属アーク溶接等 

全建総連
基金制度

秋のハガキ要請行動に
ご協力を

建設国保の歳入の約半分は国庫補助金です。
現行補助水準確保が安定運営には欠かせま
せん。
ご理解とご協力をお願いします。
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第201章

おしごと体験に参加
目を輝かせる子供達

　
【
青
年
部　

片
山
道

信（
井
原
・
37
歳
）】
８

月
10
日
に
小
中
学
生
を

対
象
に
「
井
原
お
し
ご

と
体
験
フ
ェ
ス
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

井
原
支
部
で
は
木
工
体

験
や
工
具
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
緊
張
や
不

安
が
入
り
混
じ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
目
を
輝
か
せ

体
験
す
る
子
供
達
を
見
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
感
じ

ま
し
た
。

　

企
画
か
ら
準
備
ま
で
は

と
て
も
大
変
で
し
た
が
、

お
互
い
に
意
見
を
出
し
合

う
こ
と
で
仲
も
深
ま
り
、

私
達
青
年
部
の
団
結
力
に

も
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
を
通
じ
て
、
建
設
業

界
で
の
職
人
不
足
や
若
手

職
人
が
減
少
し
て
い
る
と

い
う
課
題
の
理
解
に
一
歩

近
づ
き
ま
し
た
。
次
世
代

の
担
い
手
た
ち
に
経
験
や

体
験
を
通
し
て
、
建
設
業

に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
楽
し
い
企
画
を

こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
き

ま
す
。

新
保
険
証
の
交
付

テ
キ
ス
ト
は
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載

　
【
技
術
対
策
部
】組
合
が

運
営
す
る
職
業
訓
練
校

（
木
造
建
築
科
）
で
は
令

和
７
年
４
月
か
ら
の
新
入

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
建
設
産
業
で
働
い

て
い
る
若
人
の
み
な
さ
ん
、

木
造
住
宅
の
建
築
技
術
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に
は
、
技
術
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り

の
強
み
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
生
を
派
遣

し
て
い
た
だ
い
た
雇
用
主

に
は
、
出
席
日
数
１
日
に

つ
き
１
，
５
０
０
円
の
助

成
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
訓
練
校
で
は
２
年

生
９
人
（
う
ち
女
性
２

人
）、１
年
生
３

人
が
訓
練
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

訓
練
校
に
興

味
の
あ
る
方
、

事
業
主
の
方
と

も
に
、
一
度
、

訓
練
の
様
子
を

見
学
に
来
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

訓
練
校
で
は

技
術
を
身
に
付

け
、
知
識
を
深

め
る
だ
け
で
な

く
、
訓
練
を
修

了
す
る
こ
と
で
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

訓
練
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
訓
練
日
時
〉

　

毎
週
土
曜
日
と
毎
月

第
３
水
曜
日
（
原
則
）

の
９
時
か
ら
17
時
。
修

業
期
間
２
年
間
。

〈
訓
練
場
所
〉

　

倉
敷
校
（
倉
敷
支
部

内
）

〈
授
業
料
〉

　

１
ヶ
月
５
，
０
０
０

円
（
組
合
員
）

〈
特
典
〉

『
２
級
技
能
士
』

◦
受
検
資
格
が
付
与

◦
学
科
試
験
が
免
除

『
二
級
建
築
士
』

◦
受
験
資
格
が
付
与

　

そ
の
他
の
詳
細
、
見

学
に
つ
い
て
は
支
部
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

都
度
確
認
を
忘
れ
ず
に

岡
山
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

　

今
年
10
月
よ
り
全
国
の

最
低
賃
金
額
が
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。
岡
山
県
に

お
い
て
は
、
従
来
の
９
３

２
円
か
ら
、
50
円
引
き
上

げ
の
時
給
９
８
２
円
と
な

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
従
業
員
に

支
払
っ
て
い
る
給
与
が
最

低
賃
金
額
を
超
え
て
い
る

か
ど
う
か
の
確
認
方
法
に

つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

①�

年
間
所
定
労
働
日
数
の

確
認
を
す
る
。

　

１
年
間
は
52
週
で
あ
り
、

例
と
し
て
、
土
日
休
日
の

場
合
は
、
３
６
５

－

１
０

４
＝
２
６
１
日
、
土
日
祝

日
が
休
日
の
場
合
は
、
３

６
５

－

１
１
８
＝
２
４
７

日
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
労

働
日
数
と
な
り
ま
す
。
就

業
規
則
等
で
休
日
の
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②�

最
低
賃
金
の
対
象
外
と

な
る
手
当
を
除
く
。

　

通
勤
手
当
、
時
間
外
手

当
、
休
日
手
当
等
。

　

具
体
的
計
算
例
に
つ
い

て
は
、
下
図
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　

近
年
は
、
最
低
賃
金
額

の
大
幅
引
き
上
げ
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
の

確
認
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

多くの仲間を待っています

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】新

保
険
証
の
交
付
と
建
設
国

保
の
制
度
や
し
く
み
を
学

ぶ
た
め
、
９
月
に
県
下
23

支
部
で
「
保
険
証
交
付
学

習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
配
布
す
る
テ

キ
ス
ト
は
、
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
動
画
と
一
緒
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
ア
ク

セ
ス
方
法
は
左
図
参
照
）

　

建
設
国
保
の
加
入
資
格

や
申
請
手
続
き
、
様
々
な

給
付
制
度
・
補
助
制
度
な

ど
の
確
認
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

技術は強みになる
職業訓練生を大募集

(例) 基本給 180,000円 最低賃金の対象となるのは、基本給と
職務手当。

職務手当 20,000円 時間外手当は除く。
時間外手当 30,000円 （180,000＋20,000×12ヶ月）÷

（247日×８時間）
合計 230,000円 時間給換算すると、1,215円
１日所定労働時間 ８時間 岡山県の最低賃金982円<1,215円
年間所定労働日数 247日
※土日祝日が休日の場合。

岡山県建設労働組合ホームページ
⬇

組合員の方へ
⬇

学習会資料・動画
(下記二次元コードより入れます)

学習会資料・
動画ページの
二次元コード

住宅リフォームエキスパート
研修会実施案内

※令和５年度より増改築相談員から名称変更
【開 催 日】�新規11月23日㈯、24日㈰

更新11月24日㈰
【開催場所】�建労岡山会館�

（岡山市北区駅元町23-12）
【受 講 料】�新規24,760円

更新16,660円
【受講対象】�有効期限が2025年３月31日の方

（2024年３月31日、2023年３
月31日が登録期限であった方も
今回受講すれば再登録できます）

【申込締切】11月11日㈪支部必着
　※�開催時間、その他詳細は支部まで問い合

わせてください。

登録建築大工 
基幹技能者講習開催案内

【開催日時】�11月28日㈭、29日㈮�
※２日間の受講が必要

【実施場所】大田商工会議所
島根県大田市大田町大田イ309-2

【募集人数】７人程度
【受 講 料】�44,000円（税込）�

※組合員自身が資格取得した場合は、
祝金合計30,000円を給付

【受講要件】以下の要件を全て満たす方
・建築大工として10年以上
・職長経験が３年以上
・�１級建築大工技能士、建築施工管理技
士、建築士等のいずれかの資格を保持

【申込締切】10月31日㈭　
　※詳細は支部事務所まで問い合わせてください。
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第三者による傷病届

他人が原因のケガで届出を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ご
う

予
防
接
種
補
助
を
実
施

　
【
住
宅
対
策
部
】建
築
物

省
エ
ネ
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
７
年
４
月
以
降
に
着

工
す
る
建
築
物
に
つ
い
て

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】建

設
国
保
の
保
険
事
業
と
し

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
は
、
接
種

日
に
建
設
国
保
の
資
格
の

あ
る
組
合
員
と
そ
の
家
族

で
す
。

　

接
種
対
象
期
間
は
、
令

和
６
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
１
月
31
日
ま
で
の

４
か
月
間
で
、
申
請
期
限

は
令
和
７
年
２
月
28
日
で

す
。

　

補
助
要
件
は
、
接
種
期

間
内
１
人
１
回
限
り
で
す

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】ケ

ガ
で
医
療
機
関
を
受
診
し

た
際
に
は
、
建
設
国
保
に

負
傷
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
特
に

注
意
が
必
要
な
の
が
「
交

通
事
故
」
や
「
他
人
に
殴

ら
れ
た
」
な
ど
ケ
ガ
の
原

因
に
第
三
者
が
関
わ
る
場

合
で
す
。

　

第
三
者
か
ら
ケ
ガ
を
負

わ
さ
れ
た
場
合
「
第
三
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を

提
出
す
る
こ
と
で
、
建
設

国
保
の
健
康
保
険
証
が
利

用
可
能
に
な
り
ま
す
。

省
エ
ネ
基
準
適
合
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、新
築
に
限
ら
ず
、

増
改
築
に
つ
い
て
も
適
合

が
必
要
と
な
り
、
増
築
工

事
に
関
し
て
は
増
築
部
分

の
み
が
省
エ
ネ
基
準
適
合

の
義
務
化
の
対
象
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
住

宅
・
非
住
宅
、
規
模
問
わ

ず
原
則
す
べ
て
の
住
宅
・

建
築
物
に
つ
い
て
省
エ
ネ

基
準
へ
の
適
合
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

　

適
合
判
定
は
、
建
築
確

認
手
続
き
の
中
で
適
合
性

審
査
が
行
わ
れ
、
省
エ
ネ

基
準
に
適
合
し
て
い
な
い

場
合
は
建
築
確
認
が
下
り

な
い
た
め
、
省
エ
ネ
基
準

適
合
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
持
つ
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
建
労
岡
山
で
は

全
建
総
連
よ
り
住
宅
対
策

部
長
を
講
師
と
し
て
招
き

「
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準

適
合
義
務
化
に
関
す
る
学

習
会
」
を
岡
山
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。

　

日
程
等
は
左
上
を
参
照

く
だ
さ
い
。
参
加
い
た
だ

い
た
方
に
は
「
木
造
戸
建

て
住
宅
の
仕
様
基
準
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
（
省
エ
ネ
基
準

編
）」を
無
料
で
お
渡
し
し

ま
す
。

　

詳
細
は
、
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
所
属
支
部
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

全
て
の
建
築
物
が
対
象
に

省
エ
ネ
基
準
の
正
し
い
知
識
を

建築物の省エネ基準
適合義務化に関する学習会

参加者募集
開催日時：令和６年11月15日㈮
　　　　　午後１時30分から午後４時30分
会　　場：岡山県生涯学習センター
　　　　　（岡山市北区伊島町３-１-１）
参 加 費：無料
定　　員：40人（定員になり次第締め切り）
締　　切：令和６年11月11日㈪
※�駐車場は、岡山県立烏城高等学校と同じ敷地
内にあります。一部段差のある場所がありま
すので、入出庫の際は注意してください。
※�申込は所属支部までお願いします。

　

特
に
交
通
事
故
の
場
合
、

保
険
会
社
か
ら
健
康
保
険

証
を
使
用
す
る
よ
う
指
示

さ
れ
る
場
合
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
保
険
会
社

か
ら
健
康
保
険
証
を
使
用

す
る
よ
う
指
示
を
受
け
た

場
合
や
相
手
に
過
失
が
あ

る
場
合
は
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
届
」
の
作
成

を
保
険
会
社
が
代
行
し
た

り
、
記
入
・
提
出
の
手
伝

い
を
依
頼
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
積
極
的
に
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
他
人
の
家
の
ペ

ッ
ト
に
噛
ま
れ
た
な
ど
の

場
合
も
第
三
者
か
ら
ケ
ガ

を
負
わ
さ
れ
た
場
合
に
該

当
し
、
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
は
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
建
設
国
保
の
特

設
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、
所
属
の
支

部
よ
り
入
手
が
可
能
で
す
。

　

健
康
保
険
証
を
正
し
く

使
用
す
る
た
め
に
必
ず

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

が
、
15
歳
未
満
は
２
回
分

補
助
し
ま
す
。
自
己
負
担

金
額
に
対
し
て
１
，
５
０

０
円
を
限
度
に
補
助
を
行

い
ま
す
。
１
，
５
０
０
円

未
満
の
場
合
に
は
実
費
分

の
補
助
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
領
収
証
に
左
上
表
の

６
項
目
が
全
て
記
載
さ
れ

て
い
る
か
必
ず
確
認
し
て

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
明
細
な
ど
に
記
載

が
あ
る
場
合
は
一
緒
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
き
は
、
領
収

証
（
原
本
に
限
る
）

と
印
鑑
を
持
参
し
て

所
属
支
部
で
申
請
に

必
要
事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
他
の

機
関
で
領
収
証
原
本

を
使
用
す
る
場
合
は
、

建
設
国
保
で
の
補
助

の
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

詳
細
は
、
所
属
支

部
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

医療機関で発行された領収証に以下
の６項目が記載されている必要があ
ります。
　①接種年月日
　②医療機関名
　③領収印
　④接種者の氏名
　⑤接種費用額
　⑥インフルエンザ（予防接種）の表記

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成

日曜健診のご案内
（健診未受診者対象）
今年度最後の集団健診です

小型移動式クレーン運転
技能講習受講者募集

（走行とクレーン操作が可能なクレーンの中で、
つり上げ荷重１t以上５t未満の移動式クレーン）
【開 催 日】学科：令和７年１月７日㈫・８日㈬

実技：令和７年１月９日㈭
【開催場所】�㈱PCT　岡山教習所�

（赤磐市桜ケ丘東３-３-765）
【受講対象】18歳以上の組合員
【受 講 料】⃝�20Ｈコース（免除資格なし）

45,000円
⃝�16Ｈコース（免除資格あり）
41,000円

※いずれも税込。テキスト代含む
【定　　員】８人（定員になり次第締め切り）
【締　　切】令和６年12月13日㈮
※詳細は所属支部まで問い合わせてください。

丸のこ等取り扱い作業従事者
教育受講者募集

【開催日時】令和６年12月８日㈰
午前８時50分から午後１時
（昼食休憩なし）

【会　　場】組合本部３階会議室
【受 講 料】9,350円（テキスト代含む）
【定　　員】40人（定員になり次第締め切り）
【受講対象】丸のこ等を使用する組合員

（組合員外でも事業主が組合員の場合
は申し込み可能）

【締　　切】令和６年11月22日㈮
【実施機関】建設業労働災害防止協会
※�申込者が25人未満の場合は開催を見送ります。
※�詳細は所属支部まで問い合わせてください。

対象者： 健診未受診※である建設国保加入の組合員と配偶者、
40歳以上家族

　　　　※ 建設国保の補助のある他の健診と重複受診はでき
ません。

申　込：所属支部（完全予約制）
締　切：健診日の１ヶ月前又は定員に達し次第
　　　　※ 申込書は各支部より配布しています。必ず申込を

お願いします。
　　　　※詳細は、所属支部へ問い合わせてください。

健診日程 開催場所
11月３日㈰ 倉敷商工会議所 倉敷市白楽町249-５ 
11月10日㈰ コンベックス岡山 岡山市北区大内田675
11月17日㈰ 西大寺公民館 岡山市東区向州１-１

12月１日㈰ 津山市勤労者
福祉センター 津山市勝部20-７

12月８日㈰ 灘崎文化センター 岡山市南区片岡186

　対象者は、一般健診が無料で受診できます。
（ただし、オプションは有料）
　健診機関より届く受診票に記載の受付時間を厳守の上、受
診してください。体調不良時は、健診受診はお控えいただく
ようお願いします。
　また、今後地域の実情に合わせた対策をとらせていただく
ことがあります。ご理解、ご協力をよろしくお願いします。
　健診は、自分の身体を知るチャンスです。必ず、年１回は
受診しましょう。
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種
部
門
に
お
い
て
岡
山

県
で
初
め
て
全
技
連

（
全
国
技
能
士
会
連
合

会
）
マ
イ
ス
タ
ー
に
も

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
中
学

生
を
対
象
に
、
地
域
探

求
の
一
環
と
し
て
、
畳

の
歴
史
や
製
造
に
用
い

ら
れ
る
道
具
や
機
械
な

ど
の
説
明
、
小
物
作
り

の
体
験
講
習
な
ど
に
講

師
と
し
て
参
加
し
た
こ

と
も
あ
り
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
畳
の
材
料

を
使
っ
た
子
供
用
の
す

べ
り
台
を
製
作
し
て
、

子
供
達
に
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

逢
澤
さ
ん
は
続
け
て

「
手
縫
い
技
法
を
見
た

こ
と
が
な
い
受
講
者
や
、

畳
に
馴
染
み
が
な
い
子

供
達
に
説
明
す
る
の
は

苦
労
し
た
が
、
興
味
を

持
っ
て
聞
い
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
く
、
成
長
し

て
い
く
姿
を
見
る

の
が
楽
し
い
。
畳

の
需
要
が
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
畳

に
馴
染
み
の
な
い

方
が
日
常
の
中
で

畳
に
触
れ
親
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、

そ
の
魅
力
を
伝
え
、

畳
文
化
を
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
今

の
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

と
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は
、
互

い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
認
知
症
の
方
の
多

く
は
、
不
安
や
困
難
を
抱

え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
私
の
父
も
軽
度
の
認

知
症
で
す
。
同
じ
こ
と
を

何
度
も
言
っ
た
り
、
同
じ

も
の
を
何
個
も
買
っ
て
き

た
り
、
置
き
忘
れ
等
も
多

く
困
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
が
、
家
族
や
周
囲
の

方
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

自
宅
で
生
活
を
続
け
て
い

ま
す
。
認
知
症
は
誰
も
が

312

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

畳文化を守りたい
全技連マイスターの名職人
御津支部 逢澤秀樹さん（畳工・60歳）

　

逢
澤
さ
ん
は
、
畳
一
筋

約
40
年
。
現
在
一
般
的
に

使
わ
れ
て
い
る
建
材
ボ
ー

ド
で
作
っ
た
畳
で
は
な
く
、

踏
み
応
え
が
違
う
昔
な
が

ら
の
藁
を
使
っ
た
畳
の
製

作
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り

「
も
の
づ
く
り
が
好
き
で

面
白
く
、
計
算
通
り
に
畳

が
部
屋
に
き
ち
ん
と
入
る

爽
快
感
に
仕
事
の
や
り
が

い
を
感
じ
る
」
と
話
し
ま

す
。

　

過
去
に
は
、
技
能
検
定

の
講
師
や
技
能
検
定
委
員

を
務
め
た
経
験
も
持
ち
合

わ
せ
て
お
り
、
技
能
検
定

の
実
施
等
に
関
す
る
貢
献

に
対
し
て
、
畳
製
作
の
職

児島支部
山口ユカリ

　

年
を
取
れ
ば
、
誰
で
も

思
い
出
し
た
い
こ
と
が
思

い
出
せ
な
か
っ
た
り
、
新

し
い
こ
と
を
覚
え
る
の
が

困
難
に
な
っ
た
り
し
ま
す

が
、
認
知
症
は
こ
の
よ
う

な「
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
」

と
は
違
い
ま
す
。
認
知
症

と
は
様
々
な
脳
の
病
気
に

よ
り
、
脳
の
神
経
細
胞
の

働
き
が
徐
々
に
衰
え
認
知

機
能
が
低
下
し
て
社
会
生

活
に
支
障
を
来
し
た
状
態

を
い
い
ま
す
。

　

『
認
知
症
バ
リ
ア
フ
リ

ー
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
す
か
。
認
知
症
の
方

発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る

身
近
な
病
気
で
す
。
認
知

症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の

構
築
に
必
要
な
支
援
は
、

認
知
症
を
有

す
る
方
々
の

特
性
を
地
域

に
住
む
多
く

の
方
が
認
識

し
、
そ
の
う

え
で
認
知
症

の
知
識
を
正

し
く
持
つ
こ

と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

周
囲
の
人

の
理
解
や
ち

中学生に畳の魅力を伝える逢澤さん

ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が

あ
れ
ば
自
分
ら
し
く
生

活
を
続
け
る
こ
と
が
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。

　
【
苫
田
西
支
部
】残
暑
厳

し
い
９
月
１
日
、
鏡
野
町

主
催
の
「
産
業
ま
つ
り
」

が
鏡
野
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
、
当
支
部
の
木
建
協
会

も
参
加
し
て
木
工
教
室
と

住
宅
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

前
回
の
参
加
は
コ
ロ
ナ
禍

前
で
、
ま
さ
に
５
年
ぶ
り

で
す
。

　

開
始
時
間
か
ら
し
ば
ら

く
は
閑
散
と
し
て
い
た
木

工
教
室
で
し
た
が
、
一
人

二
人
と
参
加
者
が
現
れ
、

い
つ
の
間
に
か
い
っ
ぱ
い

の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て

空
き
場
所
の
な
い

ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。

　

小
さ
い
お
子
さ

ん
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
、
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
作

品
づ
く
り
に
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
て
、
組
合

員
も
様
子
を
見
た

り
、
時
に
は
手
助

け
を
し
た
り
と
休

む
間
も
な
く
大
忙

し
で
、
最
後
ま
で
大
盛
況

で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
お
子
さ
ん

が
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の

な
い
金
づ
ち
や
の
こ
ぎ
り

を
使
っ
て
作
品
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
い
る
姿
は
、
そ

れ
は
そ
れ
は
夢
中
で
、
見

て
い
る
私
達
も
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

き
っ
と
お
子
さ
ん
達
に

と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
良

い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

住
宅
相
談
の
方
は
、
残

念
な
が
ら
あ
ま
り
成
果
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
組
合
の
存
在
、
そ
し

て
も
の
を
作
る
喜
び
を
知

っ
て
も
ら
え
る
良
い
取
り

組
み
で
、
充
実
し
た
時
間

で
し
た
。

和気あいあいと取り組む子供達

大盛況の木工教室
参加者にものづくりの喜びを

認知症バリアフリー
不便さを生じさせる障壁を取り除いてい

こうという取り組み

認知症を有する方々が生活を続けて
いくにはさまざまな障壁がある

・違法な訪問販売や詐欺
・公共交通機関などの移動手段
・ 市役所や小売店等のサービス利用時

の手続き

支部だより

認
知
症
で
も
自
分
ら
し
く

正
し
い
理
解
と
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

〈
県　

内
〉

２
日　

四
役
会
議

４
日　

　

�

教
宣
担
当
役
員
及
び

実
務
者
合
同
研
修
会

８
日　

女
性
会
学
習
会

11
日　

　

�

労
働
対
策
部
担
当
者

会
議

13
日

　

�

青
年
部
室
内
球
技
大

会
18
日　

執
行
委
員
会

〈
県　

外
〉

23
～
25
日　

　

�

全
建
総
連
第
65
回
定
期

大
会（
横
浜
）


